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にも大和水銀鉱山という古くから知られた辰砂鉱山が存

在していることより，当然国内産朱が利用されていた可

能性が示唆される。加えて遺体周辺は貴重な朱を用い，

周囲の壁などはベンガラ（酸化第二鉄）を用いるという，

同じ赤色顔料である朱とベンガラを使い分けしている埋

葬施設もある（本田1988,1995)。このように朱が遺跡

に用いられていた時期が日本の古代国家成立時期の前後

に相当し，かつ日本に豊富に存在していることから，中

国産朱を日本産朱に替えて遺跡に使用した可能性が示唆

され，朱の産地が特定されれば当時の権力推移の一端が

見えてくると推察する。

そこで我々は朱の産地が推定できないか取り組んだ。

様々な分析方法を検討した中で，朱を構成するイオウの

同位体比が中国産と日本産で極端に異なることを発見し

た。イオウ同位体比分析は32Sに対する34Sの割合を標

準物質（キャニオン．ディアブロ唄石に含まれる硫化鉄）
のイオウ同位体比と比較する方法である。本方法で分析

した結果，日本の代表的な辰砂鉱山産地の三重県丹生鉱

山，徳島県水井鉱山，奈良県大和水銀鉱山の辰砂鉱石は

標準物質と比較して3２Sに富んでいた。一方，中国の辰

砂鉱石は34Sに富んでいた。同様に，弥生時代後期の遺

跡から出土した朱を分析した結果，北九州地方および山

１．はじめに

朱は深紅色をしており，古代の主な遺跡をみるとほぼ

全世界で使用されていたと考えられる(Caleym,1928;

Martin-Giletal.1995)。朱は血の色，太陽の色として

尊ばれ，朱を埋葬儀式に用いる風習は紀元前の古代中国

ですでに行われていた(Haoetal .1981)｡中国との交

易が行われるようになると，その風習とともに朱も中国

から日本にもたらされたと考えられる（本田2002)。日

本では吉野ヶ里遺跡をはじめとして，北九州地方や山陰

各地の弥生後期遺跡に朱が施されていた（佐賀県教育委

員会2003;本田1998)｡また，徳島県を中心とした瀬戸

内沿岸や大和地方の古墳にも多量の朱が遺跡より出土し

ており，弥生時代後期から古墳時代までその使用が確認

されている。これらの風習は比較的大規模な遺跡・古墳

に多いことから，埋葬遺体の腐敗防止を目的としたとい

うより権力の誇示に使用されていた可能性が示唆される。

加えて辰砂鉱山は日本国内に多数存在しており，三重県

丹生鉱山は縄文時代より採掘され，土器の彩色などに利

用されていたとの報告がある（成瀬１９９８；奥1998)。ま
た，徳島県水井鉱山のふもとにある若杉山遺跡は弥生時

代の辰砂採掘跡と考えられており（岡山1998),奈良県
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型水銀鉱床であると報告されている(HeandZeng

1992)｡

中国古文書の中で『後漢書』「郡国志」と『華陽國志」

｢巴志｣，「漢中志｣，「蜀志」には四川省東部・中部およ

び貴州省万山から丹が産出されたことが記されており，

ｌ～３世紀にはこれらの地域から辰砂が採掘されていた

ことがうかがえる。なかでも貴州省万山特区一帯は結晶

状の辰砂鉱石が今でも産出される一大辰砂産地である

(Minamietal.2005)。本地域の辰砂鉱床は，①の揚子

江上流鉱床区に属し，中部カンブリア紀の層理の明瞭な

苦灰岩と泥質苦灰岩中に数ミリから数センチの脈状苦灰

石と石英に伴って紅色の単一結晶粒やその集合として産

出し，脈の空隙では苦灰石や石英の結晶上に１センチか

ら２センチの自形の板状，又は双晶をなしている。実際，

当地域の辰砂鉱石は鉱石標本にできるほどの大きな結晶

状辰砂で形成されている。これに対し険西省旬陽は漢の

時代に公館と呼ばれ，貴族が直接統治していた地域であ

る。交通の要所であるだけでなく朱を採掘した古い発掘

跡も多数確認されており，最重要な地域の一つであった

と思われる。本地域の辰砂鉱床は，②の毘需-泰嶺鉱床

区に属し，デボン紀から二畳期の泥質岩，苦灰岩，千枚

岩などの中に粗粒な結晶が産出していた（図l)｡また，

本地域の鉱床も豊富な辰砂が産出される。貴州省万山特

区と険西省旬陽地域を比べると，地理的に紀元前後の中

国の都より徒歩１週間の距離にある陵西省旬陽地域から

辰砂が集められた可能性が考えられる。

これらの鉱床試料に対して，イオウ同位体比分析を行っ

たところ，表ｌに示す結果が得られた。貴州省万山特区

採取鉱石は，同じ鉱床区に属する湖南省宜章鉱山ととも

におよそ+20%o前後のイオウ同位体比を示した。宜章鉱

山産辰砂鉱石に関する先の報告（南ら,2004)では産総

研地質標本館所蔵のサンプルを測定したところ＋25.7%０

の値を示したが，今回新たに得られたサンプルを測定し

たところ+18.6%oを示しており，万山特区採取鉱石に比

べて値にバラツキが見られるがおよそ+20%0と判断して

よいと考えている。険西省旬陽青銅溝地区鉱山辰砂鉱石

からは,+10.5%0の値が得られた。貴州省万山特区と峡

西省旬陽青銅溝地区の鉱化作用は類似しており，石灰岩

を主体とした堆積岩が発達している。また③の三江鉱床

陰地方の大規模遺跡から中国産と思われる31Sに富んだ

イオウ同位体比を示す試料が認められた（南ほか２００４；

Minamietal.2005)。しかしながら中国にはいくつか

の大きな辰砂鉱床区があり，従来の報告ではこのうちの
一つの鉱床区の辰砂しか分析できなかったので，今回，

中国の他の鉱床の辰砂のイオウ同位体比分析を行い，さ

らに文献的・地理的調査から日本にもたらされたであろ

う古代中国の主な辰砂鉱山の推定を試みたので報告する。

2．試料および分析方法

2 .1分析試料

中国の規模が大きい辰砂鉱床は，揚子江上流に位置す

る貴州省から四川省東部・湖南省西部にまたがる地域

(①揚子江上流鉱床区)，険西省から青海省南部・甘粛省

にまたがる地域（②罠需_泰嶺鉱床区)，金沙江・澗槍江．

怒江の三江が関与する四川省西部と雲南省西部にまたが

る地域（③三江鉱床区)，および広西自治区・広東省．

湖南省東部にまたがる地域（④華南鉱床区）に分けられ

る(HeandZengl９９２)｡そこで貴州省銅仁市万山特区

と陵西省旬陽青銅溝地区の鉱山を訪問し，旧坑の確認と

鉱石の採取を行った。また，貴州省銅仁市地質博物館，

西安科技大学博物館，昆明理工大学博物館，湖南省地質

研究所などを訪問し，中国各地の辰砂鉱行の確認と特徴

の比較を行った。

2.2辰砂鉱石のイオウ同位体比分析

試料のイオウ同位体比(6"S%0)

｛(試料の34S/32S)_(標準物質の34S/32S)}×1000
ニーニ

（標準物質の34S/32S)

辰砂鉱石より赤色部分をカッターナイフで剥ぎ取り，実

体顕微鏡下でできるだけ赤色部分だけを集め，前報記載

の方法(Minamieta1.2005)によりイオウ同位体分析

を行った。得られた値は，同時に測定した標準物質と比

較し，上記の式にしたがってイオウ同位体比を算出した０

3．結果および考察

辰砂鉱床は母岩組成から次の５つに分類される:l)

炭酸塩岩型水銀鉱床，２）砕屑岩型水銀鉱床，３）珪質

岩型水銀鉱床，４）火山岩型水銀鉱床，５）岩漿岩型水

銀鉱床。しかしながら中国全土の９０％以上は炭酸塩岩
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図２侠西省旬|湯にある古代辰砂採掘跡
Fig．２Ancientc innabarmine inXunyangofShaanx i

図１映西省旬陽の鉱山で採掘した辰砂鉱石
Fig .１C innabaroreco l l ec t i ng f romthemine inXunyangof

Shaanxi
を行い，それらがおよそ+11～23%0の値を示すことを以

前に報告した(Minamieta1.2005)。先の報告では弥

生時代後期に日本にもたらされたのは貴州省万||̅|特区鉱

山からのものであると考えたが，峡西省旬陽青銅溝地区

鉱山由来の朱も伝わった可能性が考えられる。

険西省旬陽青銅溝地区について，いつから辰砂の採掘

が始められたか確たる文献記載を見つけることが出来な

かったが，地表部に近いほど粗粒な辰砂が見られ，細粒

の朱を調整することは容易であったと思われる。また，

現在稼働中の鉱山の山頂付近にはいくつもの古い採掘跡

が確認された（図２)｡これに対して雲南省産辰砂鉱石

について，歴史的，地理的に中国国内や他地域との交易

を古い時代までさかのぼることは難しいと考える○

以上，イオウ同位体比分析の結果から，古代中国の主

要な辰砂鉱石産地と考えられる貴州省万山特区鉱山と'眺

西省旬陽地域鉱山から採取された鉱石では値が異なり，

本分析方法により両産地を区別することは可能であると

考える。イオウ同位体比分析の結果に紀元前後の中国の

都からの距離，歴史的背景なと､を考え合わせると，険西

省旬陽青銅溝地区周辺の鉱山から採掘された朱も弥生時

代後期の日本海側各地域を支配していた権力者たちにも

たらされた可能性が高い。日本海側各地域の権力者が独

自に交易を行っていたか，中心となる地域がありそこか

ら譲られたか不明であるが，日本海側各地域の遺跡にそ

れぞれ多量の朱が施されていたことを考えると，独自な

交易を行っていた同]能性が高いが，今後の検討課題であ

表１中陛H二要辰砂鉱山朱鉱万のイオウ|口1位体比
Tab le lSu l fur i sotoperat iosofc innabaroreco l lec t ingfrom

Ｃｈｉｎｅｓｅｍｍｅｓ

634S(%0)中国主要辰砂鉱山
貴 州 省 万 山 特 区 十２３．５

湖 南 省 宜 章 ＋１８．６

映 西 省 旬 陽 ＋１０．５

雲 南 省 保 山 市

広西自治区南丹県 ’

＋４．５

＋２０．６

DatawascitedfromCheneta1..１９９３

区に属する雲南省保山市産辰砂は＋4.5%0の値となり，

全く異なった。雲南省保山市鉱山は岩漿岩型水銀鉱床で，

中・古生代の花崗岩中の破砕帯に鉱脈が見られる。また，

④の華南鉱床区に属する辰砂鉱石は人手することが出来

なかったが，広西自治区南丹県の辰砂鉱山は砕屑岩型水

銀鉱床であり，デボン紀の砂岩・珪岩・珪質石灰岩中の

鉱床である。その辰砂鉱石は＋20.6%0の値を示すことが

報告されている(Chenetal.1993)。鉱化作用が類似し

ている貴州省万山特区と映西省旬陽青銅溝地区であって

もイオウ'４位体比が火きく異なり，朱のイオウ同位体比

を比較することにより中国の主な鉱産地が類推できると

考えられる。

われわれは，すでに弥生時代後期の北九州から山陰地

区に分布する遺跡から採取した朱のイオウ同位体比分析 プ
。○
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す。また，峡西省旬陽にある辰砂鉱山開発会社の求錬科

技では，坑道を案内してもらい辰砂鉱石の採取を許可し

ていただきました。さらに古代鉱山跡地の案内も引き受
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Theaimofthepresentstudyistoknowtheancientvermil l ionminesinChina,becausethere

aredocumentsandremainsthatthevermil l ionwasbroughtfromChinatoJapaninthelastof

Yayoiera・Forthispurpose,wecheckedthedocumentsinChinaandspeculatedfromtheratios

ofsulfurisotopesincinnabarorescollectedfromseveralminesinChina・Fromresearchdocu-

ments ,c innabarmines inXunyangofShaanx i , i nYangsh ikengofS ichuan , inWanshanof

Guizhou,andinYizhangofHunanwerethoughtvermill ioninancientChina.However,thedistri-

butionofmercurydepositsinChinaareclassifiedintothefollowingfourmetallogenicregion;i)

UpperYangtzemetallogenicregion,ii)Kunlun-Qinlingmetallogenicbelt, i i i)Sanjiang(Jinsha-

Lancang-Nujiangrivers)metallogenicbelt,andiv)SouthChinametallogenicregion.Thecinna-

barmine inXunyangofShaanx ibe longs intheKun lun-Q in l ingmeta l logen icbe l t ,andthe

cinnabarminesinbothWanshanofGuizhouandYizhangofHunanplacesit intheminUpper

Yangtzemetal logenicregion.Then,wedidfieldworkatWanshanandXunyang.Themercury

depositsareabundantinXunyangofShaanxi,andthereisstil lanoperatingcinnabarminenow.

Cinnabarcoheresattheupperpartofdeposit,andthecrystalshowsaroughgrain.Ontheother

hand,thecinnabarminearoundtheWanshanareaofGuizhouisfamousbyproducingvermilion

withabigcrystal .Therefore, i t isthoughtthatancientpeoplecol lectedvermi l ionfromboth

areas,butitwaseasiertotransportthevermillionfromXunyangofShaanxicomparedwithfrom

WanshanofGuizhou.Next,wemeasuredtheratiosofsulfurisotopesofcinnabaroresfromthe

XunyangandWanshanmines.Theratiowas+10.5%o(634S)intheoreofXunyang,butwasabout

+20%ointheoresofWanshan,YizhangofHunan,andYangshikengofSichuan.Inaddition,the

ratiooforecollectedinBaoshanofYunnanwasdetectedas+4.5%o.We(2005)previouslyob-

servedthattheratiosofsulfurisotopesofvermillioncollectedfromthelst-and2nd-centurybur-

ialsitesinnorthernKyushuandSan' inshowedabout+l lto+23%o.Fromthepresentresults, it

isconcludedthatvermil l ioncollectedfromtheminesintheXunyangareaofShaanxiaswellas

intheWanshanareaofGuizhoumayhavebeenexportedtoancientJapan.
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